
138第15号

 

要紀学大良奈

紙

魚

想

考

(
二
)

*
水

野

正

好

四
、
武
蔵
国
熊
ケ
谷
横
穴
墓
群
考

神
奈
川
県
横
浜
市
緑
区
奈
良
町
に
所
在
す
る
熊
ケ
谷
横
穴
墓
群
が
立
正
大
学
考

古
学
研
究
室
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
そ

の
全
容
を
顕
現
し
た
の
は
昭
和
五
七
年
の

こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
の
成
果
は
昭
和
六
〇
年
、

『武
蔵

・
熊
ケ
谷
横
穴
墓
群
』
と

題
し
て
公
刊
さ
れ
、
関
東
地
方
横
穴
墓
群
研
究
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
な

っ
た
。

横
穴
墓
群
全
体
を
発
掘
調
査
し
、
そ

の
内
容
を
詳
細
に
提
示
し
え
た
横
穴
墓
群
は

そ
の
例
が
少
な

い
だ
け
に
、
調
査

の
成

果
は
ま
こ
と
に
注
目
す
べ
き
も
の
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
こ
の

『武
蔵

・
熊
ケ
谷
横

穴
墓
群
』
調
査
報
告
書

の
騨
尾
に
付
し
、

私
な
り
の
検
討
を
加
え
た
分
析
成
果
を
記
す
も
の
で
あ
る
。
報
告
書
の
記
載
の
誤

解
な
り
、
推
量

の
過
分
も
あ
ろ
う
か
と
怖
れ
る
が
、
調
査
者

の
寛
怒
を
得
て
、
ま

ず
は
そ
の
語
り
を
記
す
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
い
。

熊
ケ
谷
横
穴
墓
群
は
、
二
五
基

の
横

穴
墓
か
ら
成
り
た
つ
が
、
そ
の
実
、

一
九

基
の
横
穴
墓
か
ら
な
る
北
部
横
穴
墓
群
と
、
六
基
の
横
穴
墓
か
ら
な
る
西
部
横
穴

墓
群
の
二
群
に
大
別
さ
れ
る
。
両
群

の
間
に
は
約
三
〇
㌶
程
の
空
閑
地
域
が
あ
り

両
群
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
。
両
群
を
直
接
等
高
線
に
従

っ
て
横
に
連
繋
す
る

墓
道
は
営
ま
れ
て
い
な

い
が
、
群
ご
と
に
別
に
取
り
付
く
墓
道
が
設
定
さ
れ
、
谷

尻
で
連
繋
し
集
落

に
至
る
、
そ
う
し
た
墓
道
復
原
の
可
能
な
、
関
係
深
い
二
群
で

あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

報
告
書
を
詳
細
に
検
討
す
る
と
、

「立
地
」

・

「ま
と
ま
り
」

・

「軸
角
」
そ

う
し
た
種
々
の
基
準
か
ら
見

て
、
多
く
の
小
群
別
が
可
能
で
あ
る
。
北
部
横
穴
墓

群
で
は
標
高
六
三
"
姓
削
後
の
位
置
に
第

一
段
が
設
定
さ
れ
第

一
・
二

二
二
号
墓

の

三
基
よ
り
な
る
A
群
が
、
次

い
で
標
高
五
九
溜
前
後
の
位
置
に
第
二
段
が
設
定
さ

れ
第
五

・
六
号
墓
の
二
基
よ
り
な
る
B
群
が
、
北
寄
り
標
高
六
〇
材
前
後
の
位
置

に
第
三
段
が
設
定
さ
れ
第
四

・
七

・
八
号
墓
の
三
基
よ
り
な
る
C
群
が
、
標
高
五

七
材
前
後
の
位
置
に
第
四
段
が
設
定
さ
れ
第
九

・
一
〇
号
墓

の
二
基
よ
り
な
る
D

群
が
営
ま
れ
て
い
る
。
第
五
段
は
標
高
五
五
材
前
後
の
位
置
に
設
定
さ
れ
横
列
す

る
第

一
一
・
一
二
号
墓
の
二
基
か
ら
な
る
E
群
が
、
東
接
す
る
第
六
段
は
標
高
五

三
材
前
後
の
位
置
に
設
定
さ
れ
斜
列
す
る
第

=
二
・
一
四
号
墓
の
二
基
よ
り
な
る

F
群
が
、
東

に
接
す
る
第
七
段
は
標
高
五
四
材
前
後
の
位
置
を
占
め
横
列
す
る
第

一
五

・
一
六
号
墓
の
二
基
よ
り
な
る
G
群
が
、
最
も
東
端
の
第
八
段
は
標
高
五
二

材
前
後

の
位
置
に
設
定
さ
れ
斜
列
す
る
第

一
七

・
一
八
号
墓
の
二
基
か
ら
な
る
H

群
が
営
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
八
段

に
造
成
さ
れ
た
平
場
に
二
i
三
基
の
横
穴

墓
が
横
列

・
斜
列
し

つ
つ
並
存
す
る
状
況
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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同
様
な
事
実
は
西
部
横
穴
墓
群
で
も
指
摘

で
き
る
。
標
高
六
六
㌶
か
ら
六
八
薪

の
間
に
設
定
さ
れ
た
第

一
段

に
第
二
〇

・
二

一
・
二
二
号
横
穴
墓
の
三
基
を
配
し

た
A
群
、
南
接
し
標
高
六
八
材
か
ら
七
〇
り
川
の
位
置
に
設
定
さ
れ
た
第
二
段
に
第

二
三

.
二
四

.
二
五
号
墓

の
三
基
を
配
し
た
B
群
の
存
在
が
明
瞭

で
あ
る
。
二
段

に
造
成
さ
れ
た
平
場
に
三
基

の
横
穴
墓
が
配
置
さ
れ
る
状
況
が
こ
こ
で
も
見
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
熊
ケ
谷
横
穴
墓
群
を
小
群
別
す
る
と
結
果
、
北
部
横
穴
墓
群
中
に

A
I
H
に
至
る
八
群
、
西
部
横
穴
墓
群
中
に
A
-
B
の
二
群
が
摘
出
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
が
、
こ
の
小
群
の
性
格
は
何

で
あ
ろ
う
か
。
調
査
者
は
、
報
告
書
中

で
熊

ケ
谷
横
穴
墓
各
基
の
形
成
序
列
-
変
遷
観
を
述

べ
て
い
る
。
本
稿
を
作
成
す
る
必

要
上
、
詳
細
に
再
検
討
を
行

っ
た
が
、

そ
の
変
遷
序
列
は
北
部
横
穴
群
で
は

一
五

号
墓
以
外
は
正
鵠
を
得
て
い
る
。
即
ち
第
二
i
六
1
七
1
九
ー

一
ニ
ー

一
五
-
五

ー

一
1

一
八
1

一
四
i

一
〇
⊥

ニ
ー

一
七
1

一
一
i

=
一T

一
六
1
四
ー
八
号
墓

へ
の
変
遷
序
列
が
そ
れ
で
あ
る
。
玄
室
羨
道
境
界
を
も
た
ぬ
狭
長
な
逆
台
形

の
平

面
を
具
え
周
溝

.
劃
溝
を
備
え
る
第

一
類

(第
二
号
墓
)
、
玄
室
羨
道
境
界
を
明

確
に
作
り
台
形

の
玄
室
の
玄
門
部
に
二
条
の
劃
溝
、
周
囲
に
周
溝
を
備
え
る
第
二

類

(第
六
1
第
七
号
墓
)
、
玄
室
羨
道
境
界
を
明
確
に
作
り
台
形
の
玄
室
玄
門
部

に

一
条
の
劃
溝
、
周
囲
に
周
溝
を
備
え
る
第
三
類

(第
九
1

一
ニ
ー

一
五
号
墓
)
、

玄
室
羨
道
境
界
が
不
明
確
で
あ
り
側
壁

で
僅
か
に
区
別
で
き
る
程
度
と
な
り
、
玄

室
内
に
段
な
り
劃
溝
を
備
え
る
第
四
類

(第
五
ー

一
ー

一
八
1
一
四
ー

一
〇
号
墓
)、

玄
室
羨
道
境
界
か
不
明
確
で
あ
り
側
壁

で
僅
か
に
区
別
で
き
る
程
度
、
玄
室
玄
門

に
劃
溝
を
備
え
る
第
五
類

(第
三
1

一
七
号
墓
)
、

玄
室
羨
道
境
界
が
不
明
確
で

あ
り
側
壁
で
僅
か
に
区
別
で
き
る
程
度

と
な
り
床
面
に
劃
溝
を
設
け
ず
敷
石
を
玄

室
内
に
備
え
る
第
六
類

(第

=

ー

二
ニ
ー

一
六
号
墓
)
、

玄
室
羨
道
境
界
を
も

た
ぬ
平
面
台
形
の
第
七
類

(第
四
号
墓

)
、
玄
室
羨
道
を
意
識
し
な
い
平
面
長
方
形

の
第
八
類

(第
八
号
墓
)
と

い
う
順
序

で
変
遷

す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
・

こ
う
し
た
変
遷
序
列
は
、
調
査
者
が
説
く
横
穴
墓
設
計
企
画
基
準
長
の
三
〇

・

二
五
セ参
と

い
う
単
位
を
取
り
上
げ
て
も
証
明
し
う
る
。
第

一
・
二

・
三

・
四
類
横

穴
墓
は
第

一
五
号
墓
を
除
け
ば
全
て
三
〇
セ㌧
、
第
五

・
六

・
七
類
横
穴
墓
は
全
て

二
五
セ㌧
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
第

一
五
号
墓
の
企
画
基
準
長
は
二
五
諺
と
説
か

れ
る
が
基
準
長
三
〇
セ㌧
を
あ
て
る
こ
と
も
計
測
値
か
ら
見
て
十
分
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

西
部
横
穴
墓
群
に
つ
い
て
は
、
報
告
者
は
二
群
を
構
成
す
る
六
基
の
横
穴
墓
に

第
二
〇
1
二
四
1
二

一
-
二
三
1
二
ニ
ー
二
五
号
横
穴
墓
へ
と
い
う
変
遷
序
列
を

与
え
て
い
る
。
具
体
的
に
検
討
す
る
な
ら
ば
、
横
穴
墓

の
構
造
は
、
第
二

一
号
墓

が
第

一
類
、
第
二
四
号
墓
が
第
二
類
、
第
二
〇

・
二
三
号
墓
は
第
三
類
、
第
二
二

.
二
五
号
墓
は
第
四
類
に
該
当
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
、
そ

の
変
遷
序
列
は
第
二

一
ー
二
四
-
二
〇
1
二
三
1
二
ニ
ー
二
五
号
墓
の
序
列
が
与

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
二

一
号
墓
使
用
の
遺
物
が
二
〇
号
墓
に
流
入
し
て
い
る
こ

と
が
先
後
の
序
列
を
導
く
根
拠
と
な

っ
て
い
る
が
、
横
穴
墓
の
掘
穿
時
の
形
態
か

ら
先
後
を
導
く
べ
き
で
あ
り
、
遺
物
の
流
入
は
種
々
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。

熊
ケ
谷
横
穴
墓
群
の
全
基

の
変
遷
序
列
が
こ
の
よ
う
に
与
え
ら
れ
る
と
、
熊
ケ

谷
横
穴
墓
群
北
部
横
穴
墓
群
の
八
群
、
西
部
横
穴
墓
群
の
二
群
は
ど
の
よ
う
な
意

　

味
を
も

つ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
彩
る
と
こ
ろ
を
次
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

ま
ず
、
北
部
横
穴
墓
群
を
構
成
す
る
A
群
は
第
二
号
墓

(第

一
類
)

・
第

一
号
墓

(第
四
類
)

・
第
三
号
墓

(第
五
類
)
と
な
る
。
B
群
は
第
六
号
墓

(第
二
類
〉
・

第
五
号
墓

(第
四
類
)
、

C
群
は
第
七
号
墓

(第
二
類
)
・第
四
号
墓

(第
七
類
)

.
第
八
号
墓

(第
八
類
)
、

D
群
は
第
九
号
墓

(第
三
類
)

・
第

一
〇
号
墓

(第

四
類
)
、

E
群
は
第

一
二
号
墓

(第
三
類
)

・
第

一
一
号
墓

(第
六
類
)
、

F
群

は
第

一
四
号
墓

(第
四
類
)

・
第

=
二
号
墓

(第
六
類
)
、

G
群
は
第

一
五
号
墓

(第
三
類
)

.
第

一
六
号
墓

(第
六
類
)
、

h
群
は
第

一
八
号
墓

(第
四
類
)

・
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第
十
七
号
墓

(第
五
類
)
と
な
る
で
あ

ろ
う
。
同
様
西
部
横
穴
墓
群
を
構
成
す
る

A
群
は
第
二

一
号
墓

(第

一
類
)

・
第

二
〇
号
墓

(第
三
類
)
・
第
二
二
号
墓

(第

四
類
)
、

B
群
は
第
二
四
号
墓

(第

二
類
)

・
第
二
三
号
墓

(第
三
類
)

.
第
二

五
号
墓

(第
四
類
)
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

熊
ケ
谷
横
穴
墓
群
を
構
成
す
る
小
群

一
〇
群
を
こ
の
よ
う
に
類
別
か
ら
見
る
か

ぎ
り
、
二
基
か
ら
な
る
小
群
、
三
基

か
ら
な
る
小
群
が
と
も
に

「類
別
」
を
異
に

す
る
横
穴
墓

で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
各

小
群
は
時
間
的
に
は
新
古
の
関
係
に
あ
る
横
穴
墓
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
言

っ
て

よ
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
先
に
見
た
造
墓
序
列
で
表
現
す
る
な
ら
ば
、
北
部

横
穴
墓
群

の
A
群
は

(
1

・
8

・
12
)
、

B
群
は

(2

・
7
)
、

C
群
は

(3

.

17

・
18
)
、

D
群
は

(
4

・
11
)
、

E
群
は

(5

・
14
)
、
F
群
は

(10

.
15
)
、

G
群
は

(6

・
16
)
、

H
群
は

(7

・
13
)
と
い
っ
た
形
で
表
現
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
西
部
横
穴
墓
群
の
場
合
も
北
部
横

穴
墓
群
の
各
基
に
対
応
さ
せ
て
考
え
る
な

ら
ば
A
群
は

(
1

・
5

・
10
)
、

B
群
は

(2

・
6

・
11
)
と
い
っ
た
形
で
表
現

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

北
部
横
穴
墓
群
で
は
、
各
小
群
を
構
成
す
る
古
い
横
穴
墓
と
新
し
い
横
穴
墓
の

間
に
築
か
れ
た
横
穴
墓
数
を
見
る
と
五
1
七
基
と
い
う
ケ
ー
ス
が
A

・
B

・
D

.

F

・
H
群
、
別
に
九
基
の
E
群
、

一
〇
基

の
G
群
、

一
四
基

の
C
群
が
辿
れ
る
。

北
部
横
穴
墓
群
は
八
群
に
区
別
さ
れ
る
だ
け
に
八
基
前
後
で
あ
る
こ
と
が
平
均
的

で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、

五
基
か
ら

一
〇
基
ま
で
の
造
墓
が
辿
れ
る
。

場
合
は
特

に
異
常
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は

C
群
で
あ
る
。
第
七
号
横
穴
墓
が
造

墓
序
列
で
三
番
な
の
に
対
し
、
同
群
を
構
成

す
る
第
四

・
八
号
横
穴
墓

の
序
列
は

一
七

・
一
八
番
で
あ
り

一
方

で
は
時
間
が
あ

き
す
ぎ
、

一
方
で
は
接
近
し
す
ぎ
る
観
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

恐
ら
く
C
群
は
本
来
は
七
号
墓

一
基

の
造
墓
で
終
焉
し
、
後
に
遅
れ
て
第
四

.
八

・
一
九
号
墓
の
三
基
か
ら
な
る

一
群

(i
群
と
呼
ぶ
べ
き
か
)
が
熊
ケ
谷
北
部
横

穴
墓
群
の
最
後
を
飾
る
横
穴
墓
群
と
し
て
誕
生
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
西
部
横
穴
墓
群
の
A

・
B
群
は
三
基
と
も
整
然
た
る
前
後
関

係
を
示
し
、
両
群
が
平
行
す
る
だ
け
に
異
常
は
認
め
ら
れ
な

い
と
言
え
る
で
あ
ろ

う
。こ

の
よ
う
に
北
部
横
穴
墓
群
、
西
部
横
穴
墓
群
の
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
八
群

・
二

群
に
群
別
さ
れ
、
そ
の
間
の
造
営
序
列
が
明
確
に
な
る
と
注
目
す
べ
き
事
実
が
浮

か
び
上

っ
て
く
る
。
そ
の
第

一
は
各
群
の
成
立
ー
墓
域
の
造
成
序
列
が
把
握
さ
れ

る
点
に
あ
る
。
ま
ず
、
北
部
横
穴
墓
群
の
八
群
の
形
成
が
、
各
群
の
創
始
期
ー
古

い
段
階
1
の
横
穴
墓
を
序
列
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
A
群
I
B
群
l
C
群
l
D
群

l
E
群
l
G
群
l
H
群
と
続
き
、
や
、
遅
れ
て
F
群
が
成
立
す
る
経
緯
が
辿
れ
る

の
で
あ
る
。
西
部
横
穴
墓
群

の
場
合
も
A
群
l
B
群
と
い
っ
た
成
立
事
情
が
読
み

と
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
各
群
の
成
立
経
緯
を
立
地

の
面
か
ら
検
討
す
る
な

ら
ば
、
最
上
段
-
第

一
段
標
高
六
三
材
前
後
の
位
置
に
A
群
の
第
二
号
横
穴
墓
が

営
ま
れ
、

つ
づ

い
て
下
方
標
高
五
九
綴

の
位
置
に
第
二
段
、
B
群
の
第
六
号
横
穴

墓
が
造
ら
れ
、
ほ
マ
同
高

の
第
三
段
に
C
群
の
第
七
号
横
穴
墓
が
営
ま
れ
る
。
そ

の
下
方
標
高
五
七
溜
前
後

の
位
置
に
第
四
段
l
D
群
の
第
九
号
横
穴
墓
が
誕
生
し

次
に
そ
の
下
方
標
高
五
五
溜
前
後
の
位
置
に
第
五
段
l
E
群
の
第

一
二
号
横
穴
墓

が
、
さ
ら
に
東
寄
り
の
第
七
段
に
G
群
の
第

一
五
号
横
穴
墓
が
営
ま
れ
、
次

い
で

そ
の
下
方
標
高
五
二
渚

の
位
置
に
第
八
段
ー
H
群
の
第

一
八
号
横
穴
墓
が
成
立
、

や
が
て
第
八
段

の
上
、
第
五
段

の
東
に
第
六
段
ー
F
群
の
第

一
四
号
墓
が
誕
生
し

て
く
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
丘
陵
の
高
味
か
ら
低
み

へ
順
次
各
段
を
造
成
し

て
い
く
過
程
、
同
じ
高
味

で
二
段
を
設
け
る
場
合
は
西
段
か
ら
東
段

へ
と
場
を
移

す
と
い
っ
た
動
き
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。
同
様
西
部
横
穴
墓
群
で
は
標
高
六

八
材

の
位
置
に
A
群
の
第
二

一
号
横
穴
墓
が
開
穿
さ
れ
、
つ
い
で
標
高
七
〇
渚

の

位
置
に
第
二
段
l
B
群
の
第
二
四
号
横
穴
墓
が
営
ま
れ
る
。
北
部
横
穴
墓
と
は
異

な
り
、
高
味
に
移
り
南

へ
動
く
推
移

の
経
緯
が
た
ど
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
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に
検
討
し
て
く
る
と
、
熊
ケ
谷
横
穴
墓
群

の
形
成
は
整
然
た
る
論
理
に
裏
付
け
ら

れ
た
段

の
占
地

・
造
成
が
あ

っ
て
は
じ
め
て
墓
域
が
顕
現
し
て
い
る
と
言

っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
墓
域

の
論
理
の
貫
徹
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
段
を
形
成
す

る
各
群
の
性
格
が
、

「家
族
の
系
譜
的
墓

域
」
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
北
部
横
穴
墓
群

A
群
を
例
示
す
れ
ば
最
古

の
第
二
号
横
穴
墓
に
は
第

「
次
被
葬
者
を
葬

っ
て
後
、

五
次
に
わ
た
る
追
葬
が
あ
り
、
続
く
第

一
号
横
穴
墓
で
は

一
次
、
第
三
号
横
穴
墓

で
は
四
次
に
及
ぶ
追
葬
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
追
葬
さ
れ
た
被
葬
者
は
横
穴
墓
開

穿

の
契
機
と
な
る
戸
主
の
類
縁
家
族
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
こ
う

し
た
横
穴
墓
個
々
は
個
々
の
戸
主
と
家

族
の

「家
族
墓
」
の
表
現
と
な
り
、
造
墓

時
期

の
異
な
る
二
基

・
三
基
で
構
成
さ
れ
る

「
群
」
は
、
二
代
三
代
に
わ
た
る
戸

主
と
そ
の
家
族
の
墓
域
-
累
代
家
族

の
墓
域

の
表
現
と

い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

う
。
従

っ
て
段
を
獲
得
し
造
墓
し
は
じ
め
る
最
初
の
横
穴
墓
は
家
族

の
政
治
的
な

序
列
や
戸
主
の
死
亡
序
列
が
絡
み
合
う

で
あ
ろ
う
が
、

一
旦
段
を
得
た
各
家
族
の

続
く
新
し
い
横
穴
墓
の
形
成
は
次
代

の
戸
主
の
死
亡
序
列
を
反
映
す
る
だ
け
に
、

必
ず
し
も
群
別
に
整
然
た
る
序
列
を
も

つ
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
北

部
横
穴
墓
群

の
各
群
の
第
二
次
造
墓
と
考
え
ら
れ
る
横
穴
墓
の
造
営
序
列
が
A
群

の
8
番
に
始
ま
り
、
7

・
17

・
11

・
14

・
16

・
13
と
推
移
し
、
最
後
に
群
を
形
成

し
た
F
群
が
15
番
で
あ

っ
た
こ
と
を
思

え
ば
、
C
群
を
先
述
の
根
捺
・で
省
け
ば
、

概
略
は
第

一
次
造
墓
と
似
た
順
位
で
推
移
し

て
い
る
こ
と
が
判
然
と
す
る
。
よ
く

二
代
、
三
代
に
わ
た
る
家
族
墓
の
姿
が
明
示
さ
れ
て
い
る
と
言

っ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。い

ま

一
点
注
目
さ
れ
る
事
実
に
気
づ
く
。

「墓
道
」

の
存
在
が
熊
ケ
谷
横
穴
群

で
は
比
較
的
指
摘
し
易

い
こ
と
で
あ
る
。
集
落
を
出
、
熊
ケ
谷
口
ま
で
続
く
村
道

は
、
谷
尻
で
二
筋

の
墓
道
に
岐
れ
る
。

一
は
北
部
横
穴
墓
群
、

一
は
西
部
横
穴
墓

群
に
至
る
墓
道
で
あ
る
。
恐
ら
く
西
部
横
穴
墓
群
に
至
る
道
は
、
谷
筋
を
登
り
、

第
二
二

・
二
三
号
墓
直
前

で
二
道
に
岐
れ
北
折
し
た
道
に
A
群
第
二

一
号
横
穴
墓

が
、
南
折
し
た
道
に
B
群
第
二
四
号
横
穴
墓
が
現
れ
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

や
が
て
南

・
北

の
道
と
関
連
し
つ
つ
A
群
は
第
二
〇

・
二
二
号
横
穴
墓
が
成
立
し

B
群
で
は
第
二
三

・
二
五
号
横
穴
墓
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
北
部
横
穴
墓
群

の
場
合
は
、
谷
筋
を
登
り
第

一
四

・
一
五
号
横
穴
墓
間
、
第
九
号
横
穴
墓
西
側
を

経
て
、
第
六

・
七
号
横
穴
墓
間
を
抜
け
第
二
号
横
穴
墓
の
東
前
面
に
出
る
根
幹
と

な
る
道
-
北
部
横
穴
墓
群
を
縦
貫
す
る
墓
道
が
復
原
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
墓

道
の
最
上
端
で
西
折
し
た

一
道
が
A
群
を
構
成
し
、
同
様
や
、
下
方
標
高
五
九
材

前
後
の
位
置
で
西
折
し
て
B
群
、
東
折
し
て
C
群
が
設
置
さ
れ
、
さ
ら
に
下
方
標

高
五
七
け
川
前
後
の
地
点
で
東
折
し
て
D
群
、
下
方
標
高
五
四
材
前
後

の
地
点
で
東

折
し
て
G
群
に
至
る
枝
道
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
問
題
は
E

・
F

・
H
群
の
枝
道

で
あ
る
が
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
根
幹
を
な
し
た
墓
道
が
第

一
五
号
横
穴
墓
下
方

で
西
折
し
、
更
に
第

一
二
号
横
穴
墓
の
前
面
で
南
折
し
谷
尻
に
降

っ
て
い
た
可
能

性
が

つ
よ
い
。
調
査
前
に
存
在
し
た
屈
曲
し
た
小
径
が
墓
道
の
痕
跡
を
留
め
る
も

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
墓
道
を
想
定
す
る
と
最
初

の

屈
折
点
に
E
群
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
東
行
す
る
道
の
途
時
に
F
群
、
東
に
過
ぎ
て

H
群
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
群
別
と
墓
道
の
有
機
的
関
連
が
明
確
に
な

る
の
で
あ
る
。
根
幹
と
な
る
べ
き
墓
道
か
ら
岐
れ
出
た
左
右
の
枝
道
は
群
別
さ
れ

た
各
群
の
古
い
横
穴
墓
に
結
び

つ
き
、
新
し
い
横
穴
は
古

い
横
穴
墓
の
外
脇
な
り

外
上
方
に
道
を
分
け
て
営
む
在
り
方
も
ま
た
墓
道
か
ら
辿
れ
る
の
で
あ
る
。

熊
ケ
谷
横
穴
墓
群
の
語
る
と
こ
ろ
を
遺
跡
を
通
し
て
述
べ
来
た
っ
た
。
な
お
詳

細
に
検
討
す
る
な
ら
ば
種
々
の
成
果
を
得
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

一
応

の
所
見
を
要
約
し
よ
う
。
熊
ケ
谷
横
穴
群
は
二
群
に
大
別
さ
れ
る
が
両
群
は
同

一

集
落
か
ら
至
る
と
考
え
ら
れ
る
墓
道
を
も
ち
、

一
集
落
内
が
二
分
さ
れ
る
構
造
に

あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
恐
ら
く
氏
姓
の
相
違
に
基
く
と
考
え
ら
れ
る
。
北

部
横
穴
墓
群
は
八
群
、
西
部
横
穴
墓
群
は
二
群
に
小
別
さ
れ
る
が
、
各
群
は

一
家



144第15号

 

要紀

 

学大良奈

表
一

熊
ケ
谷
横
穴
墓
群
の
群
構
造
と
編
年
表

670605040302010600D
llIIllIl

年 代

181716151413121110987659321 序 列

田 w V1 V N 皿 II 1 類 型

3 2 A

北

部

横

穴

墓

群

1

5 B6

8

19
7 C

D10 9

11 E12

15 F16

G17 18

14 H13

A 西

部

22 20 21

B25 23 24

25cm 30cm 基準尺

族
の
二
ー
三
代

に
わ
た
る
累
代
形
成

の
結
果
、
群
を
成
立
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
判

明
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
小
群
は
墓
道
の
造
成
と
密
接
に
関
連
し
、
丘
陵
の

上
方
か
ら
下
方

ヘ
レ
ベ
ル
を
移
し
、
墓
道
を
枝
岐
れ
さ
せ

つ
つ
順
次
段
を
造
成
し

家
族
墓
域
-
群
を
配
置
し
て
お
り

一
貫
し
て
墓
地
の
論
理
が
貫
徹
し
て
い
る
こ
と

が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。
北
部
横
穴
群
中
、
最
高
所
を
占
め
る
A
群
、
そ
の
最

初
の
造
墓
で
あ
る
第
二
号
横
穴
墓
に
種
々
の
線
刻
を
見
る
事
実
は
、
集
落
内
で
も

権
勢
あ
る
家
の
戸
主
を
想
わ
せ
る
だ
け
に
、
上
下
関
係
に
あ
る
各
群
は
上
段
の
群
ほ
ど

権
勢
を
も
ち
下
段
の
群
ほ
ど
権
勢
の
乏
し
い
家
族
を
表
現
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
各
類
型

・
各
期
の
編
年
観
に
関
し
て
は
別
表
中
に
試
案
を
掲
げ
た
。
各

群
の
古
い
横
穴
墓
の
形
成
が
第

一
1
四
類
間
に
あ
り
、
第
五
ー
八
類
は
、

一
部
三

・
四
類
の
追
次
横
穴
墓
を
承
け
て
成
立
し
て
く
る
新
し
い
横
穴
墓
の
類
型
で
あ
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
変
化
が
横
穴
墓
企
画
基
準
尺
三
〇
セ㌧
か
ら
二

五
セ㌧
へ
の
変
化
と
相
侯

っ
て
大
化
改
新
と
い
っ
た
政
治
上

の
変
化
と
相
関
し
て
い

る
可
能
性
の
つ
よ
い
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
北

部
横
穴
墓
群
の
C
群
中
の
第
八

・
一
九
号
横
穴
墓
は
最
近
各
地
に
発
見
例
を
見
る

単
次
葬
の
横
穴
墓
で
あ
り
、

一
棺
を
納
め
て
葬
を
終
え
る
最
終
時
の
横
穴
墓
と
し

て
位
置
づ
け
う
る
。
近
畿
地
方
で
は
六
四
五
年
以
後
に
登
場
す
る
横
穴
墓
で
あ
る

が
熊
ケ
谷
横
穴
墓
群
で
は
六
七
五
年
代
に
登
場
す
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
火
葬
が

受
容
さ
れ
る
直
前
の
武
蔵
の
墓
制
、
新
し
い
装

い
で
登
場
す
る
墓
制
と
し
て
注
目

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

武
蔵

・
熊
ケ
谷
横
穴
墓
群
の
語
る
と
こ
ろ
は
実
に
大
き

い
。
近
傍
の
諸
横
穴
墓

群
と
対
比
す
る
中
で
、
各
横
穴
墓
群
の
も
つ
個
性
な
り
普
遍
性
が
帰
納
さ
れ
る
日

が
来
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
点
で
は
じ
め
て
背
景
と
な
る
集
落
の
構
成
、
氏
の
性

格
、
家
族
の
特
色

が
浮
か
び
上
る
で
あ
ろ
う
。
熊
ケ
谷
横
穴
墓
群
北
部
横
穴
墓
群

と
西
部
横
穴
墓
群
を
対
置
し
詳
細
に
検
討
す
る
作
業
か
こ
う
し
た
面
に
成
果
を
斉

す
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
所
で
あ
る
。
武
蔵
の
横
穴
墓
群
の
実
相
を
如
実
に
提
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示
す
る
資
料
と
し
て
熊
ケ
谷
横
穴
墓
群

は
限
り
な

い
価
値
、

考
え
る
の
で
あ
る
。

五
、
上
野
国
柳
久
保
墨
画
土
器
考

情
報
を
も

っ
と
私
は

群
馬
県
前
橋
市
荒
子
小
字
柳
久
保

の
地
に
所
在
す
る
柳
久
保
遺
跡
内
に
前
橋
工

業
団
地
造
成
組
合
が
城
南
住
宅
団
地
を
計
画
、
山
武
考
古
学
研
究
所

の
試
掘
調
査

の
成
果
を
踏
ま
え
、
前
橋
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
団
が
事
前
の
発
掘
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
調
査
は
昭
和

五
九
年
七
月
よ
り
十
二
月
ま

で
実
施
さ
れ

た
が
、
途
中

一
〇
月

一
六
日
、
興
味
あ
る
遺
物
出
土
状
況
が
知
ら
れ
る
に
至

っ
た
。

浅
間
山
よ
り
噴
出
し
た
浅
間
B
軽
石

層
で
覆
わ
れ
た
水
田
の
、
田
面
か
ら

一
〇

ー

一
七
惹
下
、
粘
性
の
強

い
黒
色

の
耕

作
土
中
か
ら
五
枚
重
ね
の
土
師
質
杯
形
土

器
、
別
に
接
し
て
五
枚
の
土
師
質
土
器
が
散
乱
し
、
附
近
に
馬
歯

一
点
、
豚

(猪
)

の
僥
骨

一
点
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。
平
安
時
代
の
水
田
が
拡
が
る
中

で
、
こ
う
し

た
特
異
な
状
況
を
示
す
地

の
性
格
が
追
求
さ
れ
、
水
田
跡
の
水
路

に
面
し
、
し
か

も
時
期
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の
の
三
条
の
水
路
が
交
会
し
流
路

の
軸
を
変
え
る

屈
折
地
点
に
該
当
す
る
と
い
う
注
目
す

べ
き
環
境
を
具
え
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
と
と
も
に
、

一
方

で
は
五
枚
重
ね
の
杯
の
最
上
位
の
杯

の
内
面
に
墨
書
が
、
ま

た
五
枚
重
ね
の
杯

の
西
南

に
散
乱
す
る
五
枚
の
杯
中

一
枚
に
異
様
な
人
物
や
動
物

の
図
様
墨
描

の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
こ
こ
に
水
田

・
水
路
の
交
会
す

る
環
境
の
中

で
五
枚
二
組
の
杯
を
用

い
、
馬
や
豚

(猪
)
と
も
関
わ
り
合

い
を
も

つ
興
味
あ
る

「
ま

つ
り
」
の
姿
が
顕
現
し

て
く
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
人
物
や
動
物
の
図
様
を
墨
描

す
る
杯
を
検
討
す
る
所
か
ら
始
め
よ
う
。

実
は
こ
の
杯
は
大
小
五
片
を
残
存
す
る
が
、
な
お
多
く
を
失

い
、
図
様
を
復
原
す

る
上
に
支
障
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
杯
の
外
表
の
図
様
を
整
理
す
る
な

ら
ば
、
左
手
を
挙
げ
右
手
を
お
ろ
し
た
人
物
像
が
動
物
と
係
わ
る
形
で
ニ
ケ
所
に

見
ら
れ
、
ま
た
正
面
を
見
据
え
左
手
に
鉾
を
持

つ
人
物
像
が
三
ケ
所

(内

一
は
鉾

の
部
分
を
失
う
)
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
元
来
は
欠
損
部
を
も
配
慮
し
、
二
種

の
図
様
を
交
互
に
三
区
に
配
置
し
て
い
た
も
の
と
推
測
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ

の
杯
の
内
面
の
図
様
も
同
様
、
動
物
像
を
内
底
近
く
に
三
頭
配
し
、
そ
の
間
に
鉾

を
持

つ
人
物
像
を
三
体
、
口
縁
寄
り
に
配
置
す
る
、
交
互
配
置
の
形
で
描
か
れ
て

い
る
状
況
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
復
原
す
る
な
ら
ば
、
内

・
外

両
面
と
も
三
区
に
区
分
し
、
人
物

・
動
物
を
交
互
に
組
合
せ
て
各
区
に
収
め
る
構

図
と
な
り
、
外
面
の
図
様
に
見
え
る
動
物
と
係
わ
り
合
う
左
手
を
挙
げ
た
人
物
像

が
内
面
で
は
欠
落
し
て
い
る
こ
と
、
外
面
で
は
動
物

・
人
物
を
交
互
横
並
べ
し
て

蘇

勢

《
面レ

総 ぼ《
内面

 

か
毒

レ
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い
る
が
内
面
は
動
物

・
人
物
を
交
互
上
下
に
縦
並
べ
し
て
い
る
と

い
っ
た
点
の
み

が
相
異
な
る
と
こ
ろ
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
図
様

の
性
格
を
考

え
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
す
の
は
鉾
を

も

つ
人
物
像
で
あ
る
。
外
面
の
人
物
像
は
第

一
片
の
左
側
、
第
二
片
の
右
側
、
第

四
片
に
見
え
、
太
く
複
雑
な
線
描
で
総
じ
て
異
様
感
が
漂

い
、
穂
気
の
横
溢
す
る

表
現
を
と
る
。
内
面
の
人
物
像
も
頭
部
が

「牛
頭
」
を
想
わ
せ
る
と
報
告
書
が
記

す
よ
う
に
同
様
、
異
様
さ
、
穣
気
が
読
み
と
れ
る
表
現
で
あ
る
。
そ
の
表
現
す
る

と
こ
ろ
人
身
に
し
て
人
に
非
ず
、
鬼
を
想
起
さ
せ
る
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人

物
像
が
共
に
左
手
に

一
鉾
を
把
る
姿
態
も
異
様

で
あ
り
、
こ
れ
ま
た
強
力
な
鬼
神

に
仕
え
る
巻
属
ー
鬼

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
人

物
像
の
表
現
は
愛
知
県
岡
崎
市
を
貫
流
す
る
矢
作
川
川
底
か
ら
採
集
さ
れ
た
数
多

く
の
人
面
墨
描
土
器

の

一
、
中
世
の
杯

の
内
面
に
描
か
れ
た
穣
気
横
溢
す
る
人
物

像
と
も
共
通
す
る
。
こ
の
像
様

の
傍
ら

に
は

「厄
」
の
文
字
が
あ
り
厄
神
を
指
す

図
様
で
あ
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
奈
良
市
元
興
寺
極
楽
坊
所
蔵
の
白
豪
寺
法

華
経
巻
四
の
十
六
の
紙
背
に
描
か
れ
た
裸
体
蓬
髪
の
鬼
趣
も
ま
た
同
様
な
存
在
と

考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
初
期
に
盛
行
し
た
人
面
墨
描

土
器
も
内
に
明
確
に
鬼
を
表
現
す
る
か
と
思
わ
れ
る
む
さ
い
表
情
の
顔
が
多
々
見

ら
れ
穂
気
た
だ
よ
う
疫
鬼

・
厄
神
と
考

え
る
に
相
応
し
い
描
写
で
あ
り
、
蓬
髪

・

弊
衣

・
持
鉾
と
い
っ
た
鬼
の
巻
属
の
姿

が
長

い
歴
史

の
流
れ
の
中

で

「
鬼

・
鬼
の

巻
属
」
と
し
て
息
ず
い
て
い
た
こ
と
を
教
え
る
の
で
あ
る
。
柳
久
保
遺
跡

の
汚
磯

感

・
異
様
感

の
つ
よ
く
漂
う
図
様
は
そ
う
し
た

「鬼

・
鬼
の
巻
属
」
の
表
現
を
と

る
極
め
て
興
味
ぶ
か
い
実
例
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

い
ま

一
つ
の
図
様
は
動
物
と
そ
れ
に
係
わ
り
合
う
人
物
像
で
あ
る
。
動
物

の
形

状
は
馬
を
想
わ
せ
る
が
、
額
上
に
弩
曲
し
た
角
を
表
現
し
、
こ
の
点
か
ら
す
る
な

ら
ば
牛
を
想
起
さ
せ
る
。
静
岡
県
伊
場
遺
跡
発
見

の
絵
馬
札
、
絵
牛
札
と
比
較
対

照
し
て
も
馬
身
牛
角
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
形
状
で
あ
る
。
現
実
社
会
に
存
在
し

な
い
動
物
を
描
く
か
牛
角
を
も
つ
馬
を
描
く
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
異
様
さ

を
雰
囲
気
と
す
る
表
現
が
と
ら
れ
て
お
り
、

一
般
的
な
馬
な
り
獣
と
は
区
別
さ
れ

る
異
形
と
い
う
べ
き
存
在
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
動
物
図
様

の
上
半
に
左
手

を
挙
げ
右
手
を
腹
部
に
回
し
た
異
形
の
人
物
像
が
見
ら
れ
る
。
第

一
片

・
第
二
片

と
も
共
通
し
て
お
り
、
あ
た
か
も
馬
体
上
に
あ

っ
て
疾
駆
す
る
様
を
想
わ
せ
る
が

馬
体
に
脚
な
り
鞍
の
表
現
を
見
ず
、
騎
馬
す
る
こ
と
を
直
接
立
証
す
る
こ
と
は
で

き
な

い
。
し
か
し
、
騎
馬
図
様
を
こ
の
よ
う
に
簡
描
す
る
可
能
性
も

つ
よ
く
、
人

物
の
姿
態
が
騎
乗

の
姿
態

に
通
ず
る
こ
と
も
あ
り
、
騎
乗
像
と
推
察
し
て
お
き
た

い
。
騎
乗

の
図
様
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
動
物
は

「馬
」
と
見
倣
す
の
が
妥
当
な

所
見
と
な
ろ
う
。
牛
角
を
も

つ
馬
体
、
そ
れ
自
体
が
異
様
異
形
の
存
在
で
あ
る
が

騎
乗
す
る
人
物
像
も
逆
髪
、
裸
体
、
や
は
り
異
様
異
形
の
類
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
異
様

・
異
形
、
そ
れ
は
日
常
性
を
超
え
た
存
在
、
鬼
と
鬼
の
騎
乗
す
る
馬
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
把
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
鬼
神
な
り
鬼
の
乗
騎
す
る
馬
ー
異

馬
の
姿
が
辿
れ
る
の
で
あ
る
。

鉾
を
も
ち
立

つ
巻
属
た
る
鬼
、
騎
乗
し
手
を
挙
げ
て
馳
せ
る
鬼
神
、
人
の
形
を

借
り
た
鬼
神
の
世
界
を
描
く
も

の
と
し
て
こ
の
杯
が
息
ず
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
二
種
の
鬼
神
は
文
献
に
明
徴
を
見
る
。
騎
乗
す
る
鬼
神
の
姿
は
、

『大
日
本
国

法
華
経
験
記
』
巻
下
に
第

一
二
八

「紀
伊
国
美
奈
倍
郡
道
祖
神
」
と
題
し
て
行
疫

神

・
道
祖
神
が
騎
馬
し
群
を
な
し
て
夜
行
す
る
様
子
が
実
に
鮮
や
か
に
描
か
れ
て

い
る
。
災
異
、
流
行
す
る
疫
疾
、
そ
う
し
た
も
の
を
人
間
社
会
に
斉
ら
す
も
の
と

し
て
鬼
神
が
あ
り
、
そ
の
疫
疾

の
急
速
な
蔓
延

・
流
行

の
根
源
が
当
時
最
も
速
度

の
速

い
騎
馬
の
速
度
に
重
ね
ら
れ
、
そ
の
強
勢
な
災
疫
の
根
源
が
騎
馬
す
る
貴
人

の
権
勢
と
重
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
鉾
を
手
に
立
つ
鬼
の
姿
は

『祇
園
感
神

院
縁
起
』
な
ど
に
、
牛
頭
天
王
の
巻
属
ー
八
万
四
千
六
百
五
十
四
神
王
が
巨
端
将

来
を
襲
う
記
事
の
中
に
も
見
え
、
鬼
の
採
物
ー
象
徴
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
、
こ
の

一
枚
の
土
師
質
杯
形
土
器
に
描
写
さ
れ
た
図
様
は
、
行
疫
神

.
疫
神

(厄
神
)
の
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動
き
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
鬼
の
世
界
に
生
き
る
巻
属
神
ー
巻
属
鬼
の
表
現
と

見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
災
厄
を
広
汎
に
播
く
鬼
神
と
そ
の
巻
属
ー
鬼

(牛
頭
鬼
を

も
含
め
て
)
を
杷
る
、
そ
う
し
た
場
に
息
ず
く
重
要
な
景
物
と
し
て
こ
の

一
枚

の

杯
が
存
在
し
た
と
見
て
よ
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
鬼
の
世
界
と
連
繋
す
る
杯
絵
と
関
連
し
て
重
要
な
い
ま

一
枚
の
杯
が

あ
る
。
五
枚
重
ね
の
杯
、
そ
の
最
も
上
方
の
杯

の
内
面
に
墨
書
が
見
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
狭

い
範
囲
に
散
乱
す
る
五
枚
の
杯
の

一
が
先
の
墨
画
あ
る
杯
だ
け
に
、
五

枚
を
セ
ッ
ト
と
す
る
二
組
の
杯
群
の

一
方
に
墨
画
、
他
方
に
墨
書
と
い
う
対
応

の

関
係
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。
墨
書

の
内
容
は
判
読
さ
れ
て
い
な
い
が
、
左
に

千
、
右
に
万
字
を
配
し
、
両
字
右
方
に
人
字
を
三
字
重
ね
頭
画
に

一
点
を
打

つ
呪

符
か
と
考
え
て
い
る
。
千
万
字
が
吉
祥
字
で
あ
る
こ
と
を
想
え
ば

「千
物
・万
物
」、

「千
金
万
金
」
な
ど
の
表
現
と
通
ず
る
心
根
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
か
の
如
く
で
あ

る
。
千
物
万
物
を
奉
斉
供
献
し
て
祭
杷
す
る
、
そ
う
し
た
情
景
を
復
原
さ
せ
る
と

共
に
、
希
求
す
る
願
い
の
成
就
を
祈

っ
て
の
呪
符
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
墨

画
あ
る
杯
と
と
も
に
重
要
な
語
り
を
も

つ
杯
と
思
わ
れ
る
。

五
枚
二
組
で
構
成
さ
れ
て
い
る
杯
の
各
組
に
こ
の
よ
う
に
墨
画

・
墨
書
土
器
を

見
る
こ
と
、
呪
図
と
呪
符
と
い
っ
た
関
係
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
事
実

で
あ
る
。
水
田
趾
、
そ
れ
も
水
路
際
近

く
に
据
え
置
か
れ
た
五
枚
二
組

の
杯
群
、

最
上
面
に
呪
符
、
呪
図
を
記
す
杯
を
載

せ
て
置
く
様
を
想
像
す
れ
ば
、
馬
骨

・
猪

骨
の
近
接
し
て
見
出
さ
れ
た
事
実
と
相

侯

っ
て
、
そ
の
興
趣
あ
る
在
り
方
が
注
目

を
惹
く
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
状
景
に
よ
く
吻
合
す
る
史
料
が
見
ら
れ
る
。

『古

語
拾
遺
』
の
記
事
が
そ
れ
で
あ
る
。

昔
在
神
代
、
大
地
主
神
、
営
田
之
日
、
以
牛
宍
食
田
人
、
干
時
御
歳
神
之
子
、

至
於
其
田
、
唾
饗
而
還
、
以
状
告
父
、
御
歳
神
発
怒
、
以
蜆
放
其
田
、
苗
葉
忽

枯
損
似
篠
竹
、
於
是
大
地
主
神
令
片

巫
肱
巫
占
求
其
由
、
御
歳
神
為
崇
、
直
献

白
猪
白
馬
白
鶏
、
以
解
其
怒
、
依
教
奉
謝
、
御
歳
神
答
日
、
実
吾
意
也
、
宜
以

麻
柄
作
柞
柞
之
、
乃
以
其
葉
掃
之
、
以
天
押
草
押
之
、
以
烏
扇
扇
之
、
若
如
此

不
出
去
煮

宜
以
圭

ハ置
溝
・
、
作
男
茎
形
以
加
≧

期
額

厭

慧
政
モ

蜀
椒
、
呉
桃
葉
及
塩
班
置
其
畔
、
侃
従
其
教
、
苗
葉
復
茂
、
年
穀
豊
稔
。

こ
こ
に
は
御
歳
神
の
崇
り
で
あ
る
蟷
害
が
発
生
し
苗
葉
が
枯
損
す
る
と
い
っ
た

事
態
が
生
じ
た
の
に
対
し
、
白
猪

・
白
馬

・
白
鶏
を
献
じ
、
柞
、
箒
、
押
草
、
烏

扇
の
四
種

の
具
を
用
い
て
呪
作
を
な
し
崇
り
を
送
却
す
る
方
法
、

い
ま

一
は
牛
宍

を
溝
口
に
お
き
男
茎
形
を
作
り
そ
え
、
慧
政
子
、
蜀
椒
、
呉
桃
葉
、
塩
を
其
の
畔

に
置

い
て
崇
り
を
厭
す
る
方
法
で
御
歳
神
を
杷

っ
た
結
果
、
苗
葉
が
よ
み
が
え
り

年
穀
豊
稔

で
あ

っ
た
と
記
す
の
で
あ
る
。
御
歳
神
は
崇
り
な
す
神
、
そ
れ
自
体

一

種

の
疫
神

.
崇
り
神
、
鬼
神
同
様
に
観
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
巻
属
や
王

子
の
蹟
雇
が
蝿
害
を
生
み
だ
す
根
源
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
御
歳
神
の

奉
斉
、
崇
り
神

の
鎮
め
に
二
種
の
方
術
、
白
猪

・
白
馬

・
白
鶏
を
献
じ
た
上
、
麻

柄
柞
、
麻
葉
箒
、
天
押
草
、
烏
扇
の
四
種
の
品
を
用
い
て
呪
祭
し
、
或
ひ
は
男
茎

形
を
用

い
慧
子
、
蜀
椒
、
呉
桃
葉
、
塩
、
牛
宍
の
五
種
の
品
を
供
進
し
て
厭
法
を

講
ず
る
と
の
記
述
は
直
ち
に
本
遺
跡
に
結
び
つ
く
と
こ
ろ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
鬼

神
と
そ
の
乗
騎
、
巻
属
を
墨
描
し
た

一
枚

の
杯
は
崇
り
の
象
徴
で
あ
り
、
五
種
の

品
中
特
別
祝
さ
れ
る
牛
宍
を
盛
り
、
他

の
四
枚
は
四
種
ー
慧
子
、
蜀
椒
な
ど
の
品

を
盛
る
杯
と
見
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
木
製

或
ひ
は
藁
製

の
男
茎
形
と
共
に
配

さ
れ
た
供
進

の
品
の
並
ぶ
様
が
浮
か
び
上
る
の
で
あ
る
。
い
ま

一
組
五
枚
の
杯
も

呪
符
を
記
す
杯
に
牛
宍
、
他
の
四
枚
に
柞
や
箒
な
ど
四
種

の
品
の
模
品
を
盛
る
場

合
を
推
察
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
白
猪

・
白
馬

・
白
鶏
を
献
ず
る
こ
と
も
、

先
の

『古
語
拾
遺
」
に
は
前
文
を
承
け
て

「今
、
神
祇
官
、
白
猪
、
白
馬

・
白
鶏

を
以

っ
て
御
歳
神
を
祭
る
縁
な
り
」
と
あ
る
記
事
に
従
う
か
ぎ
り
は
、
生
猪
、
生

馬
、
生
鶏
を
献
ず
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
享
け
る
御
歳
神

-
崇
り
な
す
神

の
好
み
喜
ぶ
生
き
物
と
言
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
宍
ー
猪
宍

・
馬

宍
、
鶏
宍
を
献
ず
る
こ
と
と
重
な
り
合
う
所
が
多
く
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
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う
。
旱
天
に
慈
雨
を
乞
う
場
合
、
生
馬
を
献
じ
、
或
ひ
は
馬
宍

.
馬
血
を
献
ず
る

と
い
う
行
為
が
各
地
に
見
ら
れ
る
こ
と
と
通
ず
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
推
測

す
る
な
ら
ば
、
柳
久
保
遺
跡
で
五
枚

二
組
で
見
出
さ
れ
た
杯
群
と
共
存
し
た
馬
歯

・
猪

(豚
)
僥
骨
の
存
在
は
重
要
な
語
り
を
も

つ
こ
と
と
な
る
。
鶏
宍
こ
そ
見
出

さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
馬
体
上
顎
、
猪

(豚
)
体
肢
脚
の
供
献
と
考
え
ら
れ
、
鶏

体
頭
部
な
り
の
並
存
も
腐
朽
を
考
慮

す
れ
ば
存
在
し
た
可
能
性
が
つ
よ
く
な
る
の

で
あ
る
。

柳
久
保
遺
跡
の
平
安
時
代
水
田
跡

の
溝
畔
に
沿
う
形
で
杷
ら
れ
た
祭
杞
の
場
を

こ
こ
に
ほ
ゴ
復
原
す
る
こ
と
が
出
来

た
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
御
歳
神

の
怒
り

ー
崇
り
を
鎮
め
、
蜆
害
の
猛
威
を
抑

え
る
た
め
に
、

一
に
は
五
枚

の
杯
を
用
い
、

一
枚
に
猛
威
の
根
源
で
あ
る
御
歳
神

の
巻
属
-
鬼
神
や
鬼
の
姿
を
描
き
、
残
る
四

枚
の
杯
に
は
慧
子
、
蜀
椒

・
呉
桃
葉

、
塩
を
盛
り
、
男
茎
形
に
牛
宍
を
供
し
そ
の

前
に
こ
う
し
た
五
枚
の
杯
1
供
献

の
食
を
配
置
。
ま
た

一
に
は
五
枚

の
杯
を
用
い

一
枚
に
は
呪
符
を
記
し
、
残
る
四
枚

の
杯
に
は
柞

・
箒

・
押
草

.
扇
形
を
盛

っ
て

こ
れ
を
供
進
し
、
併
せ
て
猪
宍

・
馬
宍

・
鶏
宍
を
供
す
る
と
い
っ
た
祭
杷
の
様
が

彷
彿
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に

『
古
語
拾
遺
』
の
語
る
と
こ
ろ
を
見
事
に
伝
え

る
遺
跡
と
い
っ
た
想
ひ
が
す
る
の
で
あ
る
。
田
の
溝
畔
で
の
祭
杷
だ
け
に
、
そ
の

目
的
が
農
の
稔
り
を
阻
害
す
る
崇
り
、
神
々
の
怒
り
に
対
応
す
る
鎮
め
の
意
を
も

つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
改
め
て
説
く
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
始
め

て

「
田
」
を
あ
ぐ
る
ま
つ
り
が
考
古
学

の
世
界
に
顕
現
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

『古
語
拾
遺
』
の
記
事
は
蜂
害
を
め
ぐ
る
呪
儀
を
語
る
が
、
勿
論
、
御
歳
神

の

神
怒
は
捏
害
だ
け
で
は
な

い
。
農
事
暦

の
随
所
で
種
々
な
怒
り

・
崇
り
が
あ
り
豊

稔

へ
の
想
ひ
が
憂
慮
に
変
わ
る
日
が
見
ら
れ
た
に
違
い
な
く
、
そ
の
た
び
に
相
似

た
呪
儀

・
呪
作
が
展
開
さ
れ
た
に
相
違
な
い
。
柞
ぐ
様
、
掃
く
姿
、
押
す
動
き
、

扇
ぐ
所
作
、
そ
う
し
た
呪
作
も
、
ま
た
供
進
さ
れ
る
品
々
や
食
も
そ
の
た
び
に
小

異
が
あ

っ
た
か
も
知
れ
な

い
が
、
同
趣

の
呪
儀
が

「農
」
を
め
ぐ

っ
て
存
在
し
た

と
考
え
る
の
で
あ
る
。

調
査
者
は
、
杯
の
内
面
に
描
か
れ
た
持
鉾
の

一
鬼
の
顔
ー
頭
が
牛
頭
を
呈
す
る

か
の
如
く
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
同
様
外
面
の
馬
体
に
も
牛
角
の
表
現
が
見
え

馬
体
牛
面
を
想
わ
せ
る
。
こ
の
事
実
も
ま
た
重
要
で
あ
る
。
御
歳
神
の
怒
り
1
崇

り
の
根
源
が
大
地
主
神
が
田
人
に
牛
宍
を
食
せ
し
め
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
は

『古
語
拾
遺
』
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
何
故
牛
宍
が
御
歳

神
の
怒
り
を
誘
発
す
る
の
か
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
牛
が
農
を
代

表
す
る
、
象
徴
す
る
動
物
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
所
、
従

っ
て
御
歳
神

と
の
関
連
深
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
す

る
な
ら
ば
牛
頭
鬼
、
牛
頭
馬
体
の
登
場
す
る
由
縁
が
明
瞭
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
元

来
馬
は
そ
の
疾
駆
す
る
速
度
が
流
行
す
る
疾
病
や
流
行
病
の
伝
染
す
る
速
度
に
重

ね
ら
れ
、
鬼
神
や
鬼
が
乗
騎
し
て
群
行

・
夜
行
す
る
姿
が
常
々
想
起
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
蜂
害
の
け
た
た
ま
し
さ
と
そ
の
ひ
ろ
が
る
早
さ
、
そ
の
実
態
が
馬
を

描
か
せ
、
そ
の
怒
り
の
主
体
が
農
を
掌
る
御
歳
神
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
神
使
た
る

牛
が
絡
み
、
牛
頭
馬
体
が
、
ま
た
牛
頭
鬼
が
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

む
さ
い
そ
の
形
貌
、
ま
た
こ
の
種
の
神
使
に
見
ら
れ
る
常
の
様

で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
所
で
あ
ろ
う
。

想
え
ば
、

『古
語
拾
遺
』
で
は
御
歳
神

へ
の
供
進
に
牛
宍
の
他
、
猪

・
馬

.
鶏

が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
四
種
の
生
物
が
全

て
村
々
で
、
家
々
で
飼
育
さ
れ
て

い
る
家
畜
で
あ
る
点
も
重
要
で
あ
る
。
牛
宍
は
御
歳
神
と
同
体
で
も
あ
り
神
使

で

も
あ
る
こ
と
の
表
現
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
を
除
く
と
し
て
も
家
畜
で
あ
る
。
各

種
の
疫
神
祭
に
牛
皮
、
熊
皮
、
鹿
皮
、
猪
皮

の
四
種
が
併
用
さ
れ
て
い
る
か
、
こ

の
場
合
は
牛

・
猪
皮
は
家
畜
の
皮
革
で
あ
り
、
熊

・
鹿
は
野
畜
の
皮
革
で
あ
る
と

い
う

一
種
の
構
造
観
で
支
え
ら
れ
て
い
る
面
が
見
ら
れ
る
。
疫
神
、
崇
り
神

の
性

格
が
こ
う
し
た
面
に
顕
箸
に
相
異
点
を
表
出
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
見
逃
せ
な
い

重
要
な
視
座
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
牛
頭
天
王
と
い
っ
た

一
つ
の
伝
承
世
界
を
生



(二)

 

考想魚水野:紙149

み
出
す
基
盤
も
こ
う
し
た
対
照
の
中

で
意
義
を
も

つ
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

調
査

の
過
程
で
慎
重
に
検
討
を
加
え

つ
つ
こ
の
遺
構
を
詳
細
に
把
握
さ
れ
た
成

果
は
、
こ
う
し
た
重
要
な
所
見
を
斉

ら
す
こ
と
と
な

っ
た
。
鬼
神
騎
馬
図

・
鬼
神

図
は
崇
り
神
を
語
る
数
少
な
い
描
図

で
あ
り
、
そ
う
し
た
世
界
の
巻
属
の
実
際
を

如
実
に
伝
え
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
重
要

な
デ
ー
タ
と
し
て
長
く
記
憶
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
こ
の
五
枚
二
組
の
杯
、
そ
の
形

の
示
す
と
こ
ろ
は
九
世
紀
中
葉
か
ら

一
〇

世
紀
後
葉
の
間
に
編
年
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
呪
儀
の
実
修
さ
れ
た
時
代
、

雰
囲
気
を
伝
え
る
重
要
な
手
掛
り
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

六
、
伯
書
国
長
瀬
高
浜
埴
輪
群
考

鳥
取
県
東
伯
郡
羽
合
町
大
字
長
瀬
字
高
浜
、
こ
の
地
は
西
か
ら
東

へ
と
連
な
る

北
条
砂
丘

の
東
端
部
に
あ
た
り
、
砂
丘
畑
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
来
て
い
る
土
地

で
あ
る
。
国
道
九
号
線

「北
条

バ
イ
パ

ス
」
の
建
設
計
画
に
伴
う
分
布
踏
査
で
こ

の
地
域
に
濃
厚
な
遺
物

の
分
布
が
知
ら
れ
る
に
至

っ
た
。
昭
和
四
九
年
の
こ
と
で

あ
る
。
同
時
に
建
設
が
予
定
さ
れ
て

い
た
天
神
川
流
域
下
水
道
事
業

「天
神
浄
化

セ
ン
タ
ー
」
に
ま
で
遺
跡
が
拡
が
る
こ
と
が
判
り
、

「長
瀬
高
浜
遺
跡
」
と
名
付

け
ら
れ
る
結
果
と
な

っ
た
。
こ
の
天
神
浄
化

セ
ン
タ
ー
用
地
の
発
掘
調
査
は
昭
和

五
三
年
に
は
じ
ま
り
昭
和
五
七
年
ま
で
鳥
取
県
教
育
委
員
会
の
手
で
実
施
さ
れ
、

ま
こ
と
に
顕
著
な
成
果
を
生
み
出
し
、
重
要
な
所
見
を
導
く
こ
と
と
な

っ
た
。
「長

瀬
高
浜
遺
跡
」
の
名
が
学
界
に
も
浸
透
し
、
山
陰
地
方
を
代
表
す
る
極
め
て
大
切

な
遺
跡
と
し
て
広
く
江
湖
に
至
る
ま
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
長
瀬
高
浜
遺
跡
の
重
要
な
成
果

の

一
に
彪
大
な
量
の
埴
輪
群

の

一
括
配
置
と
い
う
他
に
例
を
見
な

い
事
実
の
顕
現
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

昭
和
五
七
年
、
そ
の
調
査
成
果
が

『長
瀬
高
浜
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
W

・
埴
輪

編
」
と
し
て
財
団
法
人
鳥
取
県
教
育
文
化
財
団
よ
り
刊
行
さ
れ
、
こ
の
稀
有

の
遺

跡
の
実
態
が
実
に
詳
細

に
、
適
確
に
報
告
さ
れ
学
界
を
益
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

本
稿
で
は
こ
の
報
告
書

の
駿
尾
に
付
し
て
こ
の
埴
輪
群

の

一
括
配
置
と
い
っ
た
事

象
の
性
格
を
検
討
し
よ
う
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

調
査
報
告
書
で
は
砂
丘
を
形
成
す
る
約
八
〇
セ㌧
の
厚
み
を
も

っ
た
灰
白
色
砂
層

の
堆
積
が
あ
り
、
長
芋
耕
作

の
た
め
の
撹
乱
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
の
灰
白
色

砂
層
の
下
層
は
黒
灰
色
砂
層

(黒
砂
層
)
で
あ
り
多
量
の
埴
輪
を
含
ん
で
い
る
。

こ
の
黒
砂
層
は
東
か
ら
多
少
の
起
伏
を
も
ち
な
が
ら
連
続
し
て
お
り
、
弥
生
ー
古

墳
ー
奈
良
時
代
の
生
活
面
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
黒
砂
層
中
の
埴
輪
群
の
調
査
終

了
後
、
さ
ら
に
下
層
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
平
面
プ
ラ
ン
五
角
形
、
規
模
は
床
面

で
長
軸
六
、九
㌶
、
壁
高
○
、八
二
競
、
南
東
側
が
テ
ラ
ス
状
に
平
ら
に
拡
が
る
落
ち

込
み
を
発
見
し
、
そ
の
床
面
か
ら
幅
○
、
六
材
、
深
さ
○
、二
四
材
の
溝
、
相
似

た
規
矩

の
柱
穴
を
検
出
し
た
と
記
述
し
て
い
る
。
こ
の
水
平
な
床
面
の
中
央
下
部
に
径

五、

二
材
、
深
さ
○
、六
五
規
、
斜
傾
し
た
壁
面
を
も
つ
円
形
の
掘
り
込
み
を
検
出
し
、

さ
ら
に
中
心
に
径
一、二
け
川
、
底
径
○
、五
銃
、
深
さ
一、ニ
リ
川
の
円
穴
が
穿
た
れ
て
い

る
事
実
が
判
明
し
、
長
瀬
高
浜
遺
跡
の
井
戸
四
例
と
同
様

の
形
状
を
こ
の
円
穴
が

と
る
た
め
本
遺
構
全
体
を
把
え
て
井
戸
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
提
示
さ
れ
た
遺
構
実
測
図
、
遺
構
断
面
図
を
詳
細
に
検
討
す
る
と
興

味
ぶ
か
い
視
点
が
浮
か
び
上

っ
て
く
る
。
ま
ず
第

一
は
井
戸
の
構
造

で
あ
る
。
二

段
ー
上
段
五
角
形
平
面

・
下
段
円
形
平
面
1
に
掘
ら
れ
た
中
に
井
戸
穴
が
穿
た
れ

る
と
見
る
べ
き
か
否
か
が
ま
ず
問
わ
れ
る
所
で
あ
る
。
調
査
者
は
五
角
形
平
面
の

掘
込
み
を
検
出
し
た
段
階
で
住
居
跡
か
と
も
推
察
し
た
が
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
視
点
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
そ
の
床
面
に
幅
○
、六
材
、

深
さ
O
、二
四
材
の
溝

が
見
ら
れ
、
ま
た
相
似
た
規
矩
の
円
穴
ー
柱
穴
が
こ
の
五
角
形
平
面
の
形
と
関
連

す
る
在
り
方
で
二
穴
見
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
長
瀬
高
浜
遺
跡

内

で
も
釧
05

・
13

・
31

・
48
号
住
居
跡
は
五
角
形
平
面
を
呈
し
各
隅
に
対
応
す
る

形

で
五
本
柱
の
柱
穴
を
具
え
て
い
る
。
住
居
跡
内
に
溝
を
も

つ
例
も
鋭
13

・
35

・
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66

・
75
号
住
居
跡
が
あ
り
そ
う
し
た
点

や
規
模
か
ら
み
て
、
こ
れ
を
竪
穴
式
住
居

跡
と
見
倣
す
こ
と
が
最
も
隠
當
な
所
見

と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
埴
輪

群
の
下
に
竪
穴
式
住
居
跡
が
存
在
す
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
住
居
跡

の
下
に

所
在
す
る
円
形
の
遺
構
は
こ
の
住
居
跡

よ
り
先
行
す
る
遺
構
と
な
る
。
そ
の
形
状

か
ら
見
て

一
般
的
な
井
戸
で
あ
る
と
考

え
て
誤
り
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
二
段

構
造

の
井
戸
で
は
な
く
、

一
段
構
造
の
井
戸
が
埋
没
し
た
後
、
そ
の
凹
み
を
利
用

し
て
竪
穴
式
住
居
が
営
ま
れ
た
も
の
と
私
考
す
る
の
で
あ
る
。

次
に
問
題
と
な
る
の
は
埴
輪
群
と
こ

の
竪
穴
式
住
居
と
の
関
連
で
あ
る
。
埋

っ

た
井
戸
上
に
営
ま
れ
た
住
居
は
そ
の
廃
絶
後
、
井
戸

の
輪
廓
に
応
ず
る
形
で
窪
ん

で
い
く
。
井
戸
の

一
段
掘
方
を
埋
め
た
11

・
10
層
が
崩
落
し
て
井
戸
中
に
堆
積
し

て
9
層
を
形
成
、
そ
の
上
に
異
質
の
砂
層
、
8

・
7

・
6
層
が
堆
積
し
て
い
く
の

で
あ
る
。
若
干
の
土
器
や
土
器
片
が

こ
の
7

・
6
層
の
僅
か
な
窪
み
に
投
棄
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
段
階

で
竪
穴
式
住
居
が
営
ま
れ
る
。
こ
の
住
居
も
廃
絶
過
程

で
5
層
が
周
縁
か
ら
中
心

へ
と
除
々
に
堆
積
し
て
い
く
が
、
周
縁
部
に
は
殆
ん
ど

遺
物
を
含
ま
な
い
暗
褐
色
土
が
覆
う
が
、
中
心
部
で
は
多
量
の
土
器
片
を
含
ん
で

い
る
。
同
色
層
で
は
あ

っ
て
も
周
縁
壁
部
堆
積
土
と
中
心
部
堆
積
土
は
区
別
さ
れ

る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
住
居
跡
が
周
囲
か
ら
埋
ま
り
小
さ
な
窪
み
と
化
し
た

時
点
で
遺
物
の
廃
棄
穴
と
転
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
廃
棄

穴
上
に
第
4
層
の
堆
積
が
始
ま
り
、
そ

の
堆
積
過
程

で
常
に
中
心
部
が
窪
み
と
し

て
の
こ
さ
れ
て
い
く
こ
と
も
あ
り
常
々
土
器
片
な
ど
残
津
が
投
棄
さ
れ
な
が
ら
次

第
に
埋
ま
り
最
後
に
は
ほ
マ
水
平
な
地
面
を
形
づ
く
る
ま
で
に
埋
没
し
、
も
は
や

住
居
跡
の
存
在
が
判
ら
ぬ
ま
で
の
状
況

に
変
化
し
た
様
子
が
遺
物
の
混
入

レ
ベ
ル

か
ら
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

で
こ
う
し
た
住
居
跡
が
埋
没
し
て
水
平
に

近
い
地
面
が
出
来
た
段
階
で
第
4
層

の
堆
積
が
始
ま
る
。
こ
の
層
は
黒
褐
色
砂
層

で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
こ
の
第
4
層
内
に
含
ま
れ
る
埴
輪
群
の
在
り
方

で
あ

る
。
埴
輪
群
は
埋
没
し
て
い
る
住
居
跡
内
と
い
っ
た
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
形
で
樹

立
さ
れ
、
そ
の
底
部
を
結
ぶ
と
再
び
浅
い
窪
み
が
あ
り
、
そ
の
内
に
樹
立
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。
住
居
跡
の
範
囲
-
周
縁
と
そ
の
外
縁
に
は
全
く
埴

輪
を
含
ま
な
い
黒
色
砂
層
が
堆
積
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
水
平
近
く
ま
で
竪
穴
式

住
居
が
埋
ま

っ
て
後
、
恐
ら
く
黒
色
砂
層
が
埴
輪
は
勿
論
、
遺
物
も
含
ま
な
い
形

で
、
住
居
跡
の
か
す
か
な
窪
み
を
留
め

つ
つ
も
次
第
に
平
ら
な
地
表
を
形
成
し
て

い
く
過
程
が
辿
れ
る
の
で
あ
る
。
水
平
近
く
ま
で
堆
積
し
て
い
た
黒
色
砂
層
-
第

四
層
が
、
或
る
時
期
、
方
形
に
浅
く
内
窪
み
す
る
穴
が
掘
ら
れ
、
そ
こ
に
埴
輪
群

が
樹
立
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
埴
輪
の
樹
立
さ
れ
て
い
る
底
面
、
多
量
の
土
器
片

を
含
ん
だ
住
居
跡
内
を
埋
め
る
黒
色
砂
層
面
の
間
に
、
周
縁
に
見
ら
れ
る
遺
物
を

全
く
見
な
い
黒
色
砂
層
が
存
在
し
な
い
事
実
が
そ
う
し
た
新
し
い
窪
み
1
埴
輪
樹

立
の
た
め
の
方
形
の
浅
い
皿
状
の
穴
の
掘
穿
を
物
語

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
時

住
居
跡
が
ほ
ゴ
水
平
近
く
ま
で
埋

っ
て
い
た
も
の
の
、
な
お
か
す
か
に
そ
の
住
居

跡
の
輪
廓

に
近
い
姿
で
浅
い
窪
み
が
の
こ
さ
れ
て
い
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
輪
廓
を
僅
か
に
掘
穿
し
て
得
ら
れ
た
穴
の
中
に
多
数
の
埴

輪
が
樹
立
さ
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
埴
輪
群
の
樹
立
は

直
下
の
井
戸
と
も
、
ま
た
住
居
跡
と
も
係
わ
り
合
う
こ
と
な
く
、
住
穴
跡
の
輪
廓

を
の
こ
し
気
味
の
窪
み
の
存
在
を
利
用
し
、
埴
輪
樹
立
の
た
め
に

一
穴
を
新
し
く

掘
穿
し
た
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
埴
輪
は
樹
立
す
る

た
め
の
施
設
ー
穴
1
を
具
え
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

埴
輪
群
を

一
括
樹
立
し
た
浅

い
穴
の
規
模
は
、
下
方
に
埋
ま
っ
て
い
る
住
居
跡

の
規
模
と
ほ
マ
合
致
し
そ
の
樹
立
の
軸
も
住
居
跡

の
軸
と

一
致
し
て
い
る
。
従

っ

て
、
そ
の
規
模
は
長
軸
八
㌶
、
短
軸
七
摺
前
後
を
測
る
西
北
ー
東
南
に
軸
を
配
す

る
方
形
平
面
、
乃
至
は
五
角
形
平
面
の
穴
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
住

居
跡
と
の
間
に
は
若
干

の
ず
れ
が
あ
り
、
そ
う
し
た
意
味

で
も
掘
穿
さ
れ
た

一
穴

と
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
得
る
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し

た
掘
穿
さ
れ
た
埴
輪
納
置
砿
を
見
る
と
、
砿
中

一
杯
に
整
然
と
並
列
さ
れ
た
在
り
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方
を
示
す
の
で
は
な
く
て
、
西
北
部
や
西
南
部
に
多
量

の
埴
輪
が
密
集
群
在
す
る

の
に
対
し
、
東
南
部
や
中
央
部
に
は
埴
輪
の
ま
と
ま
り
が
見
ら
れ
な
い
と
い
っ
た

在
り
方

の
相
違
が
明
確

に
指
摘
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
埴
輪
を
配
置
す
る
空
間
と
配

置
し
な
い
空
間
が
存
在
し
た
の
か
、
或

ひ
は
全
面
に
配
置
さ
れ
て
い
た
も
の
の

一

部
現
在
見
ら
れ
な
い
空
間
に
存
在
し
た
埴
輪
群
が
他
地
域

に
搬
出
さ
れ
た
か
の
い

ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
前
者
の
場
合
は
、
必
要
以
上
に
広

い
穴
を
掘

っ
た
こ
と
に
な

り
、
そ
の
所
由
が
問
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
後
者

の
事
情
を
も

っ
て
理
解
す

る
こ
と
か
適
当
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
遺
跡
を
検
討
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
す
遺
跡
が
あ
る
。

倉
吉
市
上

野
遺
跡
の
須
恵
器
配
置
遺
構

が
そ
れ
で
あ
る
。
径
四
耕
程
、
浅
く
皿
状

に
掘
り
窪
め
た
穴
の
中
に
四
本
、
乃
至
九
本
の
柱
を
た
て
て
屋
蓋
を
設
け
竪
穴
風

の
構
造
を
作
り
、
そ
の
中
に
特
殊
な
形
態
を
も

つ
大
き
な
壷
形
土
器
五
点
、
特
色

あ
る
形
態
ー
台
脚
付
子
持
壷
二
二
点
を
配
置
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
壷
形
土
器
、
台

脚
付
子
持
壷
は
五
点
を
セ
ッ
ト
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
意
識
的
に
器
種
を
分

け
五
点
ず
つ
で
列
を
作
る
形
で
配
置
さ

れ
て
い
る
。
穴

の
輪
郭
な
り
柱
穴
の
描
く

輪
郭
か
ら
み
て
、
こ
れ
ら
二
七
点
の
須
恵
器
の
配
置
は

一
方

に
偏
し
て
い
る
様
が

よ
み
と
れ
る
。
本
来
は
大
形
の
蓋
形
土
器
が
二
〇
点
ほ
ど
、
そ
の
空
隙
に
配
置
さ

れ
て
い
た
可
能
性
が
つ
よ
い
の
で
あ
る
。
恐
ら
く

こ
う
し
た
浅
い
皿
状
に
く
ぼ
め

た
穴
中
に
整
然
と
大
形
壷
形
土
器
二
五
点
、
台
脚
付
子
持
壷
形
土
器
二
五
点
が
配

置
さ
れ
て
い
る
状
況
が
復
原
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
須
恵
器
群
を
搬
出
し

た
か
と
思
わ
れ
る
空
隙
地
に
は
殆
ん
ど
須
恵
器
片
を
見
ず
、
逆
に
と
り
出
さ
れ
ず

遺
さ
れ
た
須
恵
器
は
、
例
え
ば
台
脚
付
子
持
壷
や
大
形
壷
形
土
器
の
子
持
壷
が
本

体
か
ら
損
傷
剥
脱
し
て
下
方
に
転
落
し

て
い
る
が
、
全
て
穴
底
よ
り
若
干
高

い
位

置
、
浮
い
た
状
況
で
見
出
さ
れ
て
い
る
。
竪
穴
状
屋
蓋

の
損
壊
に
伴

い
土
砂
が
流

入
し
、
竪
穴
の
底
に
溜
り
次
第
に
埋
る
過
程
で
子
壷
が
転
落
し
た
の
で
あ
ろ
う
が

上
野
遺
跡
の
こ
の
遺
構
は
、
須
恵
器
の
管
理

・
保
管

の
た
め
の
施
設
で
あ

っ
た
こ

と
を
雄
弁
に
物
語

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

上
野
遺
跡
と
長
瀬
高
浜
遺
跡
、
須
恵
器
群
と
埴
輪
群
と
い
っ
た
相
異
は
あ
る
も

の
の
遺
跡
の
構
造
は
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。
長
瀬
高
浜
遺
跡

で
も
搬
出
さ
れ
た

範
囲
に
は
埴
輪
片
を
含
め
て
殆
ん
ど
埴
輪
を
見
な
い
上
、
や
は
り
埋
ま
り
は
じ
め

穴
の
底
に
堆
積
が
始
ま

っ
た
後
、
埴
輪
の

一
部
が
損
壊
し
転
落
し
て
い
く
過
程
が

辿
れ
る
の
で
あ
る
。
経
緯

に
つ
い
て
も
酷
似
す
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
埴
輪

群

の
管
理

・
保
管
施
設
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
教
え
る
の
で
あ
る
。

長
瀬
高
浜
遺
跡

の
埴
輪
配
置
砿
中
の
埴
輪
は
、
形
象
埴
輪
と
し
て
は
家
形
埴
輪

八
、
甲
冑

形
埴
輪
三
、
盾
形
埴
輪
三
、
蓋
形
埴
輪

一
〇
、
靹
形
埴
輪

一
、
太
刀
形

埴
輪

一
、
他
に
壷
形
円
筒
埴
輪

一〇
五
点
が
あ
り
、
別
に
器
台

円
筒
埴
輪
が

一
〇
点
が

存
在
す
る
。
整
理
完
了
の
時
点
で
は
若
干
の
増
加
を
見
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と

さ
れ
る
が
左
程

の
変
化
は
生
じ
な
い
も
の
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
埴
輪
の

種
別
を
通
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
も
し
こ
れ
ら
の
埴
輪
が
前
方
後
円
墳
に
樹

立
さ
れ
る
場
合
を
想
定
す
れ
ば
、
全

て
後
円
部
中
央
、
或
ひ
は
前
方
部
先
端

に
配

さ
れ
る
種
別
の
埴
輪
か
ら
成
り
立

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
埴
輪
は
本
来
、
古
墳

に
樹
立
す
る
も
の
と
し
て
発
想
さ
れ
、
そ
の
機
能
に
応
じ
て
配
置
樹
立
す
る
場
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。
時
に
古
墳
と
は
異
な
る
地
か
ら
見
出
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
が

そ
の
場
合
は
転
用
さ
れ
た
ケ
ー
ス
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
窯
跡
、
古
墳
か
ら
搬

出
さ
れ
埴
輪
棺
と
し
て
転
用
さ
れ
る
な
ど
の
事
例
を
見
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で

「転
用
」
で
あ
り
、
本
来
の
性
格
、
機
能
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
長
瀬
高
浜

遺
跡
の
埴
輪
群
の
場
合
、
例
え
ば
家
形
埴
輪
は

「屋
敷
」
を
表
現
す
る
た
め
に
各

種
の
家
形
埴
輪
で
構
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
屋
根
飾
り
の
つ
い
た
入
母
屋
造

建
物

一
棟
、
堅
魚
木
を
の
せ
た
入
母
屋
造
建
物

一
棟
、
堅
魚
木
を
の
せ
た
寄
棟
造

建
物

一
棟
、
小
形
の
堅
魚
木
を
の
せ
た
切
妻
造
建
物

一
棟
、
小
形
の
寄
棟
造
建
物

一
棟
と
い
う
よ
う
に
、
大
三
棟
、
小
二
棟
と
各
様

の
建
物
を
揃
え
、
元
来
後
円
部

上
の
方
形
区
劃
ー
壇
内
中
心
に
配
置
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し

い
棟
数
、
種
別
、
組
合



(二)
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せ
を
揃
え
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
甲
胃
形
埴
輪
、
盾
形
埴
輪
、
蓋

形
埴
輪
、
例
え
ば
方
形
区
劃

(壇
)
内
中
心
の
家
形
埴
輪
群

の
周
囲
四
隅
四
方
を

点
ず
る
形
で
並
べ
ら
れ
る
蓋
形
埴
輪
の
在
り
方
、
こ
の
蓋
形
埴
輪

の
外
側
四
隅
な

り
四
辺
に
樹

て
ら
れ
る
甲
胃
埴
輪
、
最
も
外
側
の
四
隅
四
辺
を
場
と
す
る
盾
形
埴

輪
の
在
り
方
が

一
般
的
な
前
方
後
円
墳
後
円
部
の
形
象
埴
輪
の
配
置
方
法
で
あ
る

が
、
長
瀬
高
浜
遺
跡
の
場
合
の
形
象
埴
輪
の
数
、
種
別
は
ま
さ
に
こ
う
し
た
配
置

の
パ
タ
ー
ン
と

一
致
す
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
蓋
形
埴
輪

の

一
〇
点
が

や

、
異
常
に
見
え
る
が
、
四
隅
に
加
え
辺
間
に
二
点
を
置
け
ば
特
殊
な
配
置
例
で

は
あ
る
が
容
認
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
甲
冑
形
埴
輪
三
点
は
三
点
と
も
に
同
形
同
大

赤
色
顔
料
が
塗
ら
れ
て
い
る
。
盾
形
埴
輪
三
点
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。

一
つ
の
場

に
整
然
と
配
置
す
る
要
の
あ
る
埴
輪
だ
け
に
、
他

の
諸
古
墳
で
も
同
形
同
大
に
つ

く
ら
れ
、
時
に
は
全
て
塗
彩
す
る
な
ど
の
在
り
方
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
事

例
と
見
事
に
吻
合
す
る
と
言

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
形
象
埴
輪
群

の
外

側
を
方
形
に
区
劃
す
る
埴
輪
、
そ
れ
が
壷
形
円
筒
埴
輪
と
器
台
形
円
筒
埴
輪
で
あ

る
。

一
般
的
な
パ
タ
ー
ン
で
は
四
本
の
器
台
形
円
筒
埴
輪
を
連
接
し
た
の
ち

一
本

の
壷
形
円
筒
埴
輪
を
配
置
し
、
こ
う
し

た
ユ
ニ
ッ
ト
を
繰
り
返
し
配
置
す
る
形
を

と
る
の
で
あ
る
が
、
時
に
は
壷
形
円
筒
埴
輪
の
み
で
壇
i
方
形
区
劃

に
そ
い
樹
て

ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
。

一
〇
五
点
の
壷
形
円
筒
埴
輪
は
後
者
に
近

い

ケ
ー
ス
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
大
小
二
種
に
大
別
さ
れ
る
だ
け
に
、
大
形
例

は
方
形
区
劃
に
、
小
形
例
は
他
に
用
い
る
場
が
見
ら
れ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

一

般
に
器
台
形
円
筒
埴
輪
と

セ
ッ
ト
と
な
る
場
合
が
多

い
が
、
長
瀬
高
浜
遺
跡
の
円

筒
埴
輪
は

一
〇
点
が
と
も
に
個
性
を
強
く
も
ち
、
規
矩
、
形
態
に
差
が
大
き

い
。

朝
顔
形
埴
輪
が
整
正
に
大
小
二
種
に
弁
別
さ
れ
る
の
と
は
大
き
な
相
違

で
あ
る
。

恐
ら
く
セ
ッ
ト
を
な
さ
ず
、
後
円
部
最
上
段
に
あ

っ
て
楯
な
ど
を
さ
し
た
て
る
円

筒
埴
輪
列
と
し
て
用

い
る
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
個
々
の
埴
輪
を
検
討
す
る
と
、
長
瀬
高
浜
遺
跡
の
埴
輪
群
は
、

一

基
の
前
方
後
円
墳

の
後
円
部
最
上
段
、
葬
し
終

っ
て
後
に
築
か
れ
る
方
形
区
劃
ー

壇
と
係
わ
る
埴
輪
群
に
該
当
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
墳
丘
は
す
で
に

築
か
れ
、
各
段
築
ご
と
に
円
筒
埴
輪
も
樹
立
さ
れ
て
い
る
中
で
、
葬
者
の
上
部
に

設
け
ら
れ
る
壇
上
の
埴
輪
群
だ
け
が
未
だ
樹
立
さ
れ
ず
保
管
さ
れ
て
い
る
、
そ
う

し
た
経
緯
を
与
え
る
な
ら
ば
本
埴
輪
群

の
性
格
の
理
解
に
便
で
あ
ろ
う
。
長
瀬
高

浜
遺
跡
で
は
こ
の
埴
輪
群
か
ら
分
れ
た
ー
埴
輪
群
納
置
施
設
か
ら
搬
出
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
家
形
埴
輪
が
二
点
個
々
に
古
墳
の
周
溝
な
ど
か
ら
発
見
さ
れ
た
り
、

円
筒
埴
輪
が
棺
と
し
て
転
用
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
先
に
推
定
し
た
搬
出

を
裏
付
け
る
証
跡
で
あ
り
、
元
来
後
円
部
最
上
段
に
係
わ
る
埴
輪
群
が
全
て
こ
の

浅
い
竪
穴
状
の
穴
に
納
置
さ
れ
て
い
た
様
を
実
に
鮮
や
か
に
語
り
か
け
て
く
れ
る

の
で
あ
る
。

後
円
部
最
上
段
の
埴
輪
群
が
保
管
管
理
施
設
に
配
置
さ
れ
た
ま

、
つ
い
に
樹
立

さ
れ
ず
埋
没
し
て
い
く
事
実
は
重
要
な
視
座
を
拓
く
で
あ
ろ
う
。
前
方
後
円
墳
を

造
営
し
下

・
中
段
の
埴
輪
列
を
囲
続
し
な
が
ら
と
い
う
可
能
性
が
強
い
だ
け
に
何

故
に
こ
う
し
た
事
態
が
発
生
す
る
の
か
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
死
者

が
造
営
さ
れ
て
い
た
前
方
後
円
墳
に
葬
ら
れ
な

い
場
合
、
或
ひ
は
葬
ら
れ
た
も
の

の
こ
う
し
た
埴
輪
群
の
樹
立
が
承
認
さ
れ
な
か

っ
た
場
合
な
ど
い
く

つ
か
の
ケ
ー

ス
が
設
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
埴
輪
群

の
保
管
管
理
施
設
の
存
在
が
明
示
さ
れ
る

に
至

っ
た
こ
と
も
埴
輪
体
系
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
埴
輪
と
し
て
息
ず
く

日
を
待

つ
埴
輪
群
で
あ

っ
て
、
遂
に
息
ず
き
得
な
か

っ
た
埴
輪
群
と
し
て
も
注
目

し
た
い
。
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ArchaeologicalExaminationof

ThreeBurialSitesinJapan

MasayoshiMizuNo

Summary

ByexaminingsomefeaturesoftheancienttunneltombsfoundatKumagayain

MusashiProvince(nowYokohamaCity,KanagawaPrefecture),theauthoras

sertsthatthe26gravescanbedividedintollsmallgroupsconsistingof20r

3graves,andthateachofthemindicatesfamilygravesof20r3generations.

Healsopointsoutthat,generallyspeaking,graveyardsareformedfromthe

higherdowntothelowerpartofthehill,andhisemphasisisonanexistence

oftrailsleadingtoallthegravesandtherelationshipbetweenthetrailsand

thefamilygraves.

2setsof5dishesteninallsometeethoftheupperjawofahorseand

ormbonlofaborewereexcavatednearthepaddyfieldsandditcheswhichexisted

duringtheHeianPeriod,attheYanagikubositeinKozukeProvince

(nowMaebashiCity,GunmaPrefecture).Adrawingofafiercedemongod

ridingagollopinghorseandofanothergodwithahalberd,paintdinIndian

inkisfoundonthetwodishesrespectively.Hisexplanationisalsothatthose

remainsshowacoincidewiththeritualofappeasinganagriculturalgod,as

discribedbyanancientdocuments"Kogo-shui".

VariousKindsofbakedclayfiguresarefoundinnormalshapeandinnumbers,

attheNagase-TakahamasiteinHokiProvince(nowHawaiTown,Tottori

Prefecture).Byexamningtherecordsoftheexcavation,theauthorcanrecognize

thattheyoriginallystoodinashallowpit.Hisexplanationisthatthoses

haniwahadbeenkeptinthestoragepit,beforeputlingthemonasquaremound

ofakey-shapedtumulsbuiltduringthe5thcentury.


